
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団

は
５
月
初
旬
か
ら
区
内
各
戸

に
用
紙
を
配
布
し
て
返
送
し

て
い
た
だ
く
「区
民
ア
ン
ケ
ー

ト
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
１
週
間
で
１
千

通
を
超
え
る
回
答
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
一
部
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
「
生
活
苦

し
く
な
る｣

《
75
歳
男
性
》

●
年
と
と
も
に
い
ろ
い
ろ
病
気
が
出
て

き
て
あ
ち
こ
ち
病
院
通
い
。
年
金
は
減
り

医
療
費
は
増
え
て
苦
し
く
な
っ
て
い
る
。

●
ス
ー
パ
ー
等
の
商
品
が
す
こ
し
づ
つ

値
上
が
り
し
て
い
る
。
（
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

で
）
生
活
が
苦
し
く
な
る
と
思
う
。

●
株
が
上
が
っ
た
と
言
っ
て
い
る
が
そ

れ
は
お
金
の
余
裕
の
あ
る
投
資
家
等
の
事

で
年
金
生
活
者
に
は
よ
く
な
る
は
ず
が
な

い
。
消
費
税
が
上
が
っ
た
ら
生
活
は
苦
し

く
な
る
。

「
時
間
短
縮
」
で
時
給
も
下
が

り
大
変
《
ヘ
ル
パ
ー
を
し
て
い

る
女
性
》

●
ヘ
ル
パ
ー
を
し
て
い
ま
す
が
昨
年
介
護
保

険
法
が
「
改
正
」
さ
れ
て
時
給
が
減
額
さ
れ

ま
し
た
。
時
間
短
縮
、
延
長
無
給
、
休
日
手

当
て
の
減
額
な
ど
で
収
入
が
減
り
ま
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
ヘ
ル
パ
ー
の
な
り
手
が
減
り
、

近
い
将
来
、
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
困
っ

た
事
態
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

女
性
手
帳
に
疑
問
。
他
の
効

果
あ
る
施
策
に
予
算
使
う
べ
き

《
34
歳
・
女
性
》

●
女
性
手
帳
の
配
布
を
す
る
予
算
が
あ
る
な

ら
不
妊
治
療
と
か
子
育
て
支
援
と
か
他
の
具

体
的
に
少
子
化
対
策
に
つ
な
が
る
予
算
に
あ

て
て
ほ
し
い
。

●
産
め
、
育
て
ろ
、
家
事
も
し
ろ
―
女
性
に

求
め
る
こ
と
多
す
ぎ
で
す
。
そ
の
割
に
は
下

に
見
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。
子
供
が
い

る
と
採
用
さ
れ
に
く
い
事
を
ご
存
知
で
す
か
。

●
私
の
場
合
子
供
の
側
に
も
い
た
い
。
で

も
働
き
た
い
。
週
３
日
の
パ
ー
ト
で
働
い
て

い
ま
す
が
週
３
日
で
は
認
可
保
育
園
の
申
し

込
み
さ
え
無
理
な
状
況
。
…
自
転
車
で
４
キ

ロ
先
の
無
認
可
の
保
育
園
へ
週
３
日
、
８
時

間
預
け
る
の
に
月
５
万
円
の
保
育
代
で
す
。

パ
ー
ト
代
は
８
万
な
の
に
。
子
供
が
二
人
以

上
い
た
ら
こ
れ
で
は
生
活
で
き
ま
せ
ん
。

子
ど
も
を
戦
場
に
行
か
せ
た

り
は
し
な
い
《
37
歳
・
女
性
》

●
何
の
た
め
に
多
く
の
人
が
先
の
大
戦
で

亡
く
な
り
つ
ら
い
思
い
を
さ
れ
た
の
か
。
過

去
か
ら
学
べ
ば
、
憲
法
９
条
は
変
え
な
い
の

が
当
た
り
前

で
は
な
い
か
。

戦
死
者
や
戦

後
の
復
興
を

支
え
た
人
た

ち
へ
の
冒
涜
で
あ
る
。

●
な
ぜ
復
興
予
算
が
海
外
の
原
発
輸
出
に

使
わ
れ
た
り
す
る
の
か
。
…
子
ど
も
被
災
者

支
援
法
で
放
射
能
を
あ
び
た
子
ど
も
を
救
う

予
算
は
ゼ
ロ
。
何
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
か
。
う

そ
く
さ
い
。
キ
ナ
く
さ
い
。
子
ど
も
を
戦
場

に
行
か
せ
た
り
は
し
な
い
。

孤
独
死
対
策
を

《
73
歳
・
男
性
》

●
こ
こ
２
・
３
年
の
間
に
当
団
地
内
で
も

孤
独
死
し
た
方
が
３
名
あ
り
ま
し
た
。
１
名

の
方
は
腐
乱
状
態
に
な
る
ま
で
発
見
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
１
人
ぐ
ら
し
の
方
へ
の
目
配

り
、
気
配
り
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

消
費
税
増
税
や
め
て
ほ
し
い

《
86
歳
・
女
性
》

●
年
金
が
減
り
生
活
が
苦
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
消
費
税
増
税
は
や
め
て
下
さ
い
。
ま

す
ま
す
生
活
が
苦
し
く
な
り
ま
す
。

２０１３年５月２６日 こんにちは伊藤和彦です（発行会派日本共産党足立区議団．発行責任者伊藤和彦） NO .１００４
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｢

物
価
の
値
上
が
り
で
大
変
で
す｣

(

65
歳
女
性)

な
ど

１
週
間
で
１
千
通
超
え
る

ご協力ありがとうございます。引き続き行って

いますのでこれからでもお寄せください。

日本共産党足立区議団が実施中



建
設
設
資
材
・
賃
金

の
上
昇
に
伴
う
建
設
工

事
契
約
の
改
善
を
求
め

る
申
し
入
れ
（
全
文
）

５
月
２
日

日
本
共
産
党
足
立
区
議
団

足
立
区
長

近
藤
や
よ
い
様

建
設
業
界
は
、
建
設
技
能
労
働

者
の
確
保
が
重
要
課
題
と
な
っ
て

い
る
う
え
、
最
近
の
建
設
資
材
費

の
上
昇
、
建
設
技
能
労
働
者
の
賃

金
上
昇
に
よ
り
、
契
約
時
と
実
際

の
工
事
価
格
と
の
乖
離
も
す
す
み
、

そ
の
解
決
を
強
く
望
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
国
土
交
通
省
は

３
月
２
９
日
、
前
年
比
で
１
５
％

増
と
し
た
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
国
土

交
通
大
臣
は
建
設
業
界
団
体
に
技

能
労
働
者
の
賃
金
引
き
上
げ
を
要

請
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
４
月
８
日
に
は
各
地
方

整
備
局
あ
て
に
、
労
務
費
の
上
昇

に
伴
う
特
例
措
置
の
通
知
を
出
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
４
月
１
日

以
降
に
契
約
す
る
工
事
の
う
ち
、

昨
年
度
の
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
で
予
定
価
格
を
積
算
し
た
対
象

に
、
２
０
１
３
年
度
の
設
計
労
務

単
価
を
適
用
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
昨
年
度
入
札
が
行
わ
れ
た
工

事
で
も
、
受
注
・
発
注
者
間
の
請

負
契
約
の
締
結
日
が
４
月
１
日
以

降
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
受
注
者

か
ら
の
要
請
に
よ
っ
て
新
年
度
の

単
価
を
適
用
し
た
請
負
金
額
に
変

更
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

都
内
の
状
況
は
、
全
国
の
中
で

も
特
に
深
刻
で
す
。
た
と
え
ば
、

有
効
求
人
倍
率
は
東
京
労
働
局
の

２
月
の
建
設
躯
体
工
事
の
職
業
は

２
年
前
の
約
５
倍
、
７
・
７
９
に

も
上
昇
し
て
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
が
調
査
し
て
い
る

２
０
１
３
年
度
の
公
共
工
事
設
計

労
務
単
価
も
、
東
京
都
の
場
合
は
、

昨
年
の
約
１
・
２
倍
と
東
北
地
方

に
次
ぐ
高
水
準
の
増
え
方
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
も
全
国
に
比
べ

て
下
請
け
受
注
比
率
が
高
い
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
足
立
区
と
し
て
以
下

の
点
に
つ
い
て
早
急
に
対
応
す
る

よ
う
申
し
入
れ
る
も
の
で
す
。

１
、

区
発
注
の
公
共
工
事
に

つ
い
て
、
今
後
の
契
約
・
発
注
案

件
は
も
ち
ろ
ん
、
既
契
約
分
も
含

め
て
、
国
の
労
務
単
価
の
見
直
し

に
伴
う
特
例
措
置
を
踏
ま
え
た
必

要
な
対
策
を
早
急
に
行
う
こ
と
。

ま
た
公
共
工
事
に
お
け
る

下
請
け
契
約
に
お
け
る
各

単
価
の
見
直
し
状
況
に
つ

い
て
、
下
請
業
者
か
ら
の

実
情
の
報
告
を
受
け
ら
れ

る
体
制
を
つ
く
る
と
と
も

に
、
改
善
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。
建
設

資
材
に
つ
い
て
も
、
同
様

に
対
応
す
る
こ
と
。

２
、

２
０
１
３
年
度
の
労

務
単
価
上
昇
が
、
法
定
福
利

費
に
つ
い
て
も
適
切
に
契
約

価
格
に
反
映
さ
れ
、
下
請
け

企
業
の
技
能
労
働
者
の
処
遇

改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
、
都
と

し
て
建
設
業
界
団
体
へ
要
請

す
る
こ
と
。

３
、

ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注

に
よ
る
下
請
け
企
業
の
賃
金

水
準
の
低
下
、
社
会
保
険
未

加
入
問
題
を
改
善
す
べ
く
、
工
事
施

工
に
必
要
と
さ
れ
る
原
価
に
満
た
な

い
金
額
で
の
契
約
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
、

入
札
・契
約
制
度
の
改
善
を
図
る
こ

と
。４

、

建
設
工
事
の
労
務
単
価
・

資
材
単
価
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

区
と
し
て
公
共
・
民
間
工
事
の
現

場
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

上
昇
分
に
つ
い
て
は
適
切
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
、
対
策
を
講
じ
る

こ
と
。
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◎質問ー「『慰安婦』必要だった」、はひ

どすぎませんか！ 橋下･ 維新の会代表

の暴言について、共産党はどう思ってい

るの? （花畑・M 子さん）

●答えー許しがたい発言です。「慰安婦」が必要

だったと、維新の会･代表、橋下徹（大阪市長）の暴言に日本で、世界で

怒りと批判が噴出しています。これほど人間の尊厳を踏みにじった発言

を聞いたことがありません。首長としての資格も、国政を語る資格もな

い、人間として許されないものです。発言の撤回を求めます。

この問題で、橋下氏は「歴史を調べたら、日本だけじゃなくていろい

ろな国で慰安婦制度というものを活用していた」と発言しました。

しかし、「他の国も同じ」だからは通用しません。専門家によると第

２次世界大戦で軍が組織的にこうした制度をつくっていたのは、日本と

ドイツだけです。橋下氏の論理は、以前から右翼が使っている『慰安婦

は売春婦と同じ』というもの。すりかえることによって「軍と売春はつ

きもの」と（石原慎太郎･共同代表）が擁護した発言（5月14日）をした

ように、ほかの国の軍隊と同じという言い訳です。

旧日本軍「慰安婦」制度の場合、『慰安所』設置の計画立案、ブロー

カー（業者）の選定・依頼･資金あっせん、女性集め、女性の輸送、『慰

安所』の管理、建物、資材・物資の提供など全面的に軍が管理運営して

いました。真の歴史を学ぶものとして「日本近代歴史を読む」・新日本

出版社（1800円）の本をお薦めします。 （伊藤和彦）

６月２日 １１時～１４時
明治公園
主催・原発をなくす全国連絡会

第３２回 竹の塚地域学習センター４階

ホール

５月２８日（火）午後６時開場 ６時３０分

開演 大人 １０００円 中高生 ５００円

♪ 歌 きたがわ てつさん『日本国憲法前文』な

ど ●講演 孫崎 亨（まごさき うける）さん

外務省入省、英、米、ソ連、駐イラン大使を歴任


